
《′7 1年度 物性若手夏の学校報告'》

(準備校,京大物理物性若手 )

物性夏の学校 も今年 で 16回 目-を迎 え,数年来,問題化 しつつある現秦が増

々顕著 に現われつつ ある｡前年要Jl当番校において も間男 や匪華の積極的な解

消策 が講ぜ られた｡今年 は幾つかの問題 を解消す る一つの方策 として従来の形

式 とは多少異 なった~形態 を試み る事に した｡あ くまで過渡段階における一つの

方法であ り今後若手 の養成及び衰手間交流 に＼よ り有効な方法が採 られてゆ く事

を前提 としている.第一番 目の問題点であるマスプロ化 について今年 は次のよ

うな解消策 を講 じることに した｡

it)全体講義 の数 を増す｡

この手段 としては従来にLな く6本の講義 を並列に し,講義参加人数 の小規

､模化 を試み る｡

ji)サブの数 を増す｡

第二番 目の周 層 は参加階層の低学年化 とい う現象である｡マスタ｢層 の夏

の学校参加 は全参加入員 の半数､,又はそれ を上 まわる数にのぼる｡マスター

層 の積極的参加 は大いに歓迎す るところであるが,̀それに伴 うドクター層の

参加 はあ ま り活発 でない｡

その点の対処 として 一

i) 従来のサブに,若車間の研究.交流 を目指 して一層重点 を置き;又研究室

交済 をよ り緊密化する場 とする｡そのために, 日頃サブの責､佳肴がサブ参

加者 と連絡 を緊摩 化す るように働 きか け,積極的 な財政援助 をお こな うc

ii) ｡によって,サブの研究交線 の面が濃 く現 われて くることに伴 う,マスタ

ー層 の参加減少が考 えられるので従来の ものに初等物性講座 とい う,･マス

タ.一層向 けのグループを作 る｡

全体講義,サブ活動の 日程は前年度 と同 じく,前車,全体講義後半,サブ

活動 (初等物性講座 を含む )とし,参加者 のための鹿宜 をはかる｡

大筋 としては上の項 目に留意 しつつ~計画 し実行 した｡

今･振返 ってみ-て,当初 の計画のどの程度 な し得たか,全体講義,サブ,そ

の他について反省 してみたいと思 う｡
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全 体 講 義

例年全体講義 は 2本以上 の講義 が聴 けるよ うに計画 されていたが,参加者 の

増加 と共 にその運営 に困難 が生 じつつ あ右 又講義 の時間数 もこれ までは 8､-

9時間程者 であ り,in仕oductiveか ら始 めて advanced 特 に最近 の研究段階 ま

でを総括的に講義 に盛 り込 む面か ら考 えて多少 中途 半端 である と思われ る｡

それで′7/1年度におい ては,改革 を進 める意味で, 6本 の講義 を並列 して計画

し,時間数の点 で も 1講義 当 り, 12-15時間 を目標 に計画 した｡ これ らの

点 を目途 に,講師 の方 々に講義 内容 について, 特 に Ⅰntroductoryな 部 分 か ら

topic的 な部分 た汎 る様 にお願 い した｡又,講義 の選択 につ いて も,割 と一般

的 な問題 か ら専門的 な.問題 に と多岐 に汎 るよーうな ものを選択 し, マスター層,

ドクター層 の積極的な参加 を期待 した｡ しか し,ぜ ちらか と言 えば,専門的な

部分に強調 が置 かれていたA, B,Cに対する ドクダー層 の参加 が少年か った

のは意外 であった し,又 ,D, E,Fにつ いて も単 なる一般論 だけではな く,

非常 に up･to･dateな内容 を持 っていたに もかかわ らず,や は り, ドクター層の

参加 が少 な一か っ.たのは借 まれ る｡ しか し参加 した若手 には非常 に積極的 な意義

をもち,実 りのあるものだった と思 われ る｡テキス トについて は,′7､0年度の

メモ的 な ノー トに対す る要望 も考慮 し,又 6本 の うち 1本 しか聴 けない とい う

こ とも合 わせて,~′71年度 は講義 内容とは一応独立 したマス ター層 に も又, ド

クター層に も有意義な様 に執筆 をお願 い した｡尚,講師 の方 々には連絡 の不手

際7 -方的 な依頼等,準 々様 々な御迷惑 をおかけ致 した. 当初 の計画 は一応計

画通 りに実行 で きた｡

講義 内容 については以 下の通 りである｡

A 核 と物性 の境界領域 森 由 正 人 (阪大 ･理 )

B 超 高 圧 川 井 直 人 (阪大 ･基工 )

融 解 現 象 l 松 田 博 嗣 (京大 ･基研 )I

C ･非線型光学 矢 島 達 夫 (東大 ･物研 )

D 金属半導体 の摂動理論 森 田 彰 (東北大 ･･理 )

E 相転移 (低次元 系格子磁性体 ) 長谷 EB. 泰一郎 (京大 ･理 )

F ､超 流 動 碓 井 恒 丸 (名大 丁理 )

尚′,最終 日には松 田先生の御好意 に よ､り,京大 グルー プによる相転移の 2次
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元 モデルの計算機実験 の映画 を上映 していただき盛 況 だった｡

テ キス トの印刷製本等 の費用 は物性 研か らの校費 とい う形 で援助 をいただき,

そ の事務及 び業者 との交渉は基研 の物性研究, ブ ローブレス編集部 の方 々にお願

い した｡

サブ グループ活動

今年度 は前 回 までのサブグルー プ活動 の うち,特 に物性基礎論サブが問題 に

された.これ まで, このサブは名称 が, あま りは一般的であるた め,漠然 とし

たイメー ジで参加 した人 たちが多か ったのではないか と思 われ る｡ そ こで今回

は,一物性基礎 論 とい う学会 のイメー ジに とらわれ るこ とな く,その名称 を表立

って出 さずに,理論 だけ とい うことでな く,か な り自由に考 えると ととし,一

応,物性 の基礎的な●諸 問題 を扱 うサブ グルー プ を設置す るこ ととした｡そ こで

今回 は ｢多体問題｣と ｢磁性 半導体｣ が えち ばれたCま た,近年 ,盛 んにな り

つつ ある実験的手段 とLBての量子エ レウ トロ土クス を一つ のサブ グループ とし

て新 しく独立 させ ることにな った｡

この よ うに してサブ グルー･プを,研究会的要素 をつ よめ, ドクター層 に参加

で き易 くす る一方 ,物性論 を基礎的 な方向か ら足固めす るため, マス タ一層 向

け'に初等物性 講座 が,準備校企画で 設置 され た｡サブ グルー プ活動強化 のため

活動期 間 を 3日間 (8月 2日- 4日 )とし･,サブグループあた り平均 2名 の講

節,.のべ 24名 の諸先生方 に講 師 をお ねがt､した｡多 くのサブ グルー プでは,

若干 の研究発表,討論会が,若手交流 の場 としてお こなわれた (訴電体,超音

波, 回折,低温,半金属,金属合金磁性 ,磁性化合物 ,磁性一般,高分子 ,量

子エ レク トロニクス,多体問題 )0

サブ グループ活動 の内容は以 下の通 りである｡(括弧内はサブグループ責任者 )

【敬称略 】

1･ 誘 電 体 (土 田和明,佐藤 清隆,_亀 山 寛,名大工 )

｢誘電的相転移 の動 的機構｣

｢強誘電体 の今後 の展望｣
7

2. 超 音 波 (別所三樹生,神戸大工 )

｢表面弾性 波 とその応用｣

3. 回 折 (井上直久,東大工 )
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′ ｢熱 中性子 を偏極 させるとどう役立つか｣伊 藤 雄 而 (物性研 )

｢低速電子線回折 について｣ 早 川 ′称 延 (日立中研 )/

｢若手発表 一動的現象の回折法による研究｣

4. 光物性 ･イオン結晶 (奥山雅則,阪大基工 )
I

十｢半導休の光物性 と応用 (Ⅱ-Ⅵ化合物 を中心 として )｣

小 宮 啓 義 (三菱中研 )

｢光物性 の､発展 -tトピックス (金属か ら半導体一般 まで )-｣

新 井 敏 弘 (東教大 )

5. 低 温 (柿崎明人,東北大理 )

｢金属 における多体効果｣ 中 嶋 貞 雄 (物性研 )

6. 半 金 属 (野沢 博,京大工研 )

｢固体 中の磁気プラズァ波の理論｣- ′ 横 r田 ●伊佐秋 (薪潟大 )

｢強磁場中の半金属'及び金属の輸送現象｣田 沼 静 - (物性研 )

7. 金 属 ･合金 ･磁性 (松沢孝男,中橋保子,隅山兼fe',京大理,*京大工)つ

｢3d-遷移金属のバ ン ド理論 と磁性｣ 痩 ･野∵摂 郎 (物性研.)

｢金属 ･合金 の磁性の歴史 と将来｣一 勝 木 渥 (信州大 )

8. 磁性庇合物 (榎 敏明,京大理 )

.｢化合物磁性め臨界現象の実験の現状｣ 宮 谷 和 ′ 雄 (RCA基研 )

9. 磁 性 一 般 (小川徹夫,物性研 )

｢遷移金属のバ ン ド理論 と磁性｣

10二 高 分 子 (土井正男,東大工 )

｢高分子鎖 のブラ ウン運動｣

丁ヘ リクシス｣

浅 野 摂 郎 (.物性研 )

ノ

岩▲田 一 郎 (福井大 )

一伏 見 譲 (東大理 )

ll. 量子エ レク トロニクス (高木芳弘,木戸義勇ミ 京大理,*阪大基工 )

｢NonlinearCoherence｣ 栓 岡 正 浩 (京大錘 )

｢LaserSpectroscopy｣ 中 島 信 一 (阪大工 )

｢opticalPumping｣ / 薮 崎 努 (京大工 )

12. -多体問題 E物性基礎論 Ⅰ】 (町田一成,東教大理 )

｢近藤効果の理敵 _ 石 J井 広 湖 (物性研 )

柴 田 文 明 (東教大理 )

｢近藤効果の実験的側面｣
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13. 磁性半導体 [物性基礎論 Ⅱ】(里子允敏,_物性研 )

論文紹介 ｢Eu カルコゲナイ ドの異常な磁気的性質 と伝導現象 ｣

｢磁性半導体 の物性 ( S-f exchange と磁気効果 を中心 にL)｣

糟 谷 忠 雄 (東北大理 )

酒 井 袷 (東北大金研)

サブ グループ活動 を撃化す るといrう基本方針 は具体的には,各サブ グループ

わ運営費の増額,サブ増設に'よる講師数 の増加 とい うかたちであらわれた｡新

しく設置 したサブグループに参加者 がふえる傾向 にはあったが,､どのサブグ叫

-プ も研究交流,講義 などに活発 に活動がお こなわれた｡ とくに,サブグルー

プ担 当者が早 くか ら準備 を､して発表者や コメンター- の連絡が充分 にゆき届い

た とこうでは,試料 の譲渡,実験室 の見学な どの約束が交わされ るな ど具体的

な交流にまですすんだ｡若手 グルーブ としでは,今後夏の学校 でこの方向を追

求 し, さらに夏の学校 に限 らず,若手 の共同研究 の場 をひろげてい (･ことが重

要 であると考 えられ る｡なお,サブ活動,初等物性講座,その他の講師費用の

うち ,基研 の共同利用研究費か ら 10万 円の援助 を受 けた｡また,-?のサブ

グループのテキス ト,及 び初等物性講座 の講義 ノー ト作成 のため一,物性研か ら

の共同利用研究費の援助の一部 をあてた｡

初等物性講座

例年夏の学校のサブ活動 ではiDC層 が中心 になって′ト研究会,′ト学会的な

面が強 く,参加者 の大部分 を占めるMC層 とくにM lの若手が主体的 に参加で

きる場が少なか った｡′71年度 は,新 しい企画 として,サブゼ ミと並府 に初等

物性講座 を設け,夏の学校 の 3つの意義 のう ち,教育,交流 を追求す ることに

した｡午前 中は基本的概念,基礎的知識 を講義 し,午後では参加者か らチp=一

夕一になって もらい,文献 の学習せ お こなった｡

当初 の期待通 り,MC層の参加 が多かったが, さらにDC層 の参加 もみられ

たのは特徴的ではなY､か と思われ,かな りの評判 が良 く,最後迄多 くの人右が

参加 した｡

内容は以下の通 りである｡

I Electron.Phonon lnteraction 高 山 - (東大理 .ラ

文献, A.B.Migdal :Sov.Phys.JfTP 34 (1958)996
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Ⅱ 相互作用のある多体系の扱い 富 田 博 之 (京大理 )

文献,
Landau:Phys･Rev･ヱ至(1949)884

AbrikosoJvetalの textbook 第-章

Ⅱ ▲ェネルギー バ ン ド 小野寺 嘉 孝 (京大理 )

文献, V.Heine& R.0｡Jones:J二Phys.⊆j n969)719

L講師には第-線 で活躍中の若手の方にお願 い した｡ さらに,~夏の学校終 了後

講義ノ ー トを作成す ることに して,講師の方に執筆 をお願い し, 11月中旬に

発行することが出来た｡

今後 このよ うな実験的試み をさらに進 めて夏の学校の性格,参加者 の問題,

運営の問題が追求 されてい く必要があると思われ る｡全体講義 との関連か ら言

って, 参加者が割合,一般的な僚向に興味 をもち,参加人数が片寄る現象が見

られたが,今後,参加者 自身の主体的問題 として も, こ/のことは考 えてゆ く必

要があ■ろう｡ー

講 演 会 (3日目午後 )L､
I..1

′′71年度は,例年 と異って,物性分野の研 究の現状に重点 を置いた話題 を提

供 して頂 こう, とい う主旨で,北大 の宮原将平先生 に,御多忙な中を,請演 を

依頼 した｡

･講演の内容 は,物性分野で時折聞かれ る tt物性 はもう終 った ''論 を取 り上げ,

新 しい視点か ら物性物鹿 を見直そ うとい うことで,磁性分野 の話題 を中心 にな

された｡物質 の新 しい側面 を重視 し,いわゆる鋼鉄主義 でない新 しい ｢鋼鉄主

義｣ を捷起 され若手研究者に奮気 をうなが され た｡

講演の夜 , 有志 10数名で先生の宿舎 を訪問,懇談 し,遅 くまで若手研究者

の問題について議論 が続いた｡

､講演は 60名程の参加で比較的好評 で,信州大の勝木 さんも議論 に参加 され

割 と･つ っこん･だ議論がなされ,参加者 も何 らかの新 しい SuggeStiori を得たの

で∵はないか と思われ る｡

○ 開催地決定 について

開催地 を野沢 に選 んだ事については,前年度 のそれが蕗沢であった事,その

点,会場,宿舎 の確保については財政緊迫の折,余計な金額 を費や さな くて済
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んだ.一方,今思 えば,参加人数 が前年度 よ り減少 した事 の一つには この開催

地が,前年度 と同 じであった事 にあるよ うである｡全国の若手が 自主的交流 を

求 めて集 う夏の学校 の参加人員 が場所 によ り左右 され るのは元来,おか しいの

であるが,現在の ところ否 めない事実 であるよ うだ｡今後, 当番校 になった場

合, この点 を考慮 され る事が望 まれ る｡

o hレク リエーシ ョンについて

本年度 においては,本部 として レク リ羊-シ ヨンの機会 をもうけなか った.

これは本部 の力量 に帰す るところ大であるが,各民宿 において, 自主的 に,交

歓,友好 をかねて レク リエーシ ョンが行 なわれ,本部においてその場 をも̀うけ

なか った点 を補なって余 りあるものであったよ うに思 われ る｡

0 100万円の使途 について

前年度 において もこの 100万 円強の金額 をどのよーうに扱 うべ きか提案がな

され た｡早急な解決策 を必要 とはしていない もののいずれは,赤字によ り食 い

つぶ されそ うな情況 にあ る｡ 前年度 における話 し合いの結果は当番校 に一任 す

るとい う結論 であった｡今年度夏の学校 を準備 して,その経験 か ら,̀使途 につ

いての若干の提案 をしてみたい｡

日 マスプ リの道具 を購入す る｡ (種類 はファックスあた りが良いので蛭ない

か｡)

ii) 宛名 (各大学の所在地 )を彫 った印 を作 る.

o 現地での事務煩雑 の簡素化 について
l

本部員は,今年 は例年 に比べて少 し人数 が少なか った関係 もあるが,非常な

る事務 に追い まわ され講義 も聞 けなかっ･た｡現地 において,本部員 にかかる事

務 の量 をできるだけ少な くす る事が,望 ましい と思われ る｡事務 の中で大 きな

部分 を占める金銭的 な部分 を削減するために, 1つ に宿舎 と本人 との宿泊費 を

本部 を通-Lて行 なってい るが, これ を本人 と民宿 で直接 に行 なってもらっては

どうか とい う事 で-あ る｡
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会 計 報 告

本年度 の学校参加者 は,院生∵般 301人,有給者 25人で例年 よ り約 50

人少な く参加費 は約 9万円の減少 となった｡一方支出面 で-は,サブゼ ミ講師数

の増加で宿舎 費用の増加及び旅費が増加 し,かな りの赤字が見込 まれ ま したが

講師謝礼 の削減等 で約 5万円の赤字 に とどまった｡この点講師の諸先生方 にお

かけした御迷惑 ははか り知れず深 くお詫 び申 し上げ る｡

収 支 決 算
/

(収 入 )

1. 東大よ りの繰越金 ,

2. 参 加 費 院生一般 301人 × 1,800円

有 給 者 25人 × 3β00円

小 計

3. 補 助 基 研 - 旅 費

物 性 研 -･校 費

′J､計

4. そ の 他 テキス ト類 売上

預 金 利 子

小 計
＼

総 計

(支 出 )

1. 講 師 費 用

2, 補 助 費

小 計

小 計

礼

費

費泊

謝

旅

宿

サ ､プ

参加者旅費
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1,133.893

541,800

7.5.000

616,000

100,000

300,000

400,000

82,350

ノ27,629

1′09,979

2,260,672

135,000

180,000

147,350

462.35′0

65,000

42,000

107,00ノ0



3. 会 場 費 農 協

ノ 中 学 校

民 宿

そ の 他

小 計

4. テキス ト印刷費

5. 本 部 費 (現地 ) 民 宿 謝 礼

本部員旅費

･ 宿泊費

運 送 費

そ の 他

′ト 計

6. 事務局経費 事 務 費

通信連絡費

現地派遣費

そ の 他

小 計

総 計

次 期 当 番 校 - 繰 越

71年度物性若手夏の学校報告

4,500

2,500

4,000

4,650

15,650

304,660

30,000

56,160

31,600

44i300

5.230

167,290

47,977

52,681

16,390

3,173

1~20,221

1,178,071

1,082,601

支出の説明

1. 講 師 数 全体講義 7人, サブゼ ミ 23人

初等物性講座 3人, 一講 演 会 1人

謝礼 内訳 全体講義 68,000円. サブゼ ミ 60,000円

そ の 他 7,000円

2. 参加者 旅費補 助 は,一般参加者 で他 よ り,旅費補助 のない方 に限 った｡補助

額 は仙台,岡山 をゼ ロとして学割料金 の差額を支払 った｡サ ブ 補 助 は 一 律

5,000円 を事務費及 び連絡費 (サブ責任者 とサブ参加者間 )として補助 し

た｡

4. テキス トは全体講義 ノー ト2部,金属磁性 サブ ノー ト,及 び初等物性講座
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の講義 ノー トg)印刷費 である｡

尚,テキス ト類 の残 りは一冊'300円, (初等物性講義 ノー トは一冊 200

円 )で販売中｡

5. 本部員 はのべ 105人 ×日｡

-本部員 には野沢 までの往復 の旅費 と宿泊費 (食費 を除 く )を支給 した｡運

送費はテキス ト, スライ ド事務用 品等 をレンタカーで運ん歪費用 が主である｡

6.0事務費 は夏 の学校案 内及びニュースの作成 に要 した金額 と文房具代a

o通信遵 絡費 はサブ責任者,講師及 び野沢 との電話連絡費,並にテキスートの

参加者-の郵送料｡

o現地派遣費 は野沢温泉-の下見- 2人 (1回 )と物性研-の補助依頼 -

1人 (1回 )の旅費 ｡

尚,全体講義謝礼 についてはあま りにも少 いために,テキス ト類 の売上げに

ょっては更に増加す 畠事 を考 えている｡この分 についての報告 は次期当番校 に

依頼 したい と考 える｡

_講 師謝礼,サブ補助 ,′参力暗 旅費補助等 の点で多 くの方々に大南御迷惑 をお

かけ した点深 く詫 び申 し上げ る｡
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